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研究成果の概要 

 

本研究では、汎用化合物とユビキタスな天然化合物を原料に用いて、可逆的な形成/分解性や

リサイクル性をもつ循環型自己組織化ポリマー材料の創出を目的とする。2024 年度は、動的な自

己組織化の制御を目指して、汎用化合物や天然化合物誘導体を用いて両親媒性ランダム/交互

共重合体を合成し、分子構造が自己組織化に与える影響を系統的に調べた。その結果、動的に

自己組織化したミセルや湿度に応答するラメラ構造材料の創出に成功した。 

1. ランダム/交互共重合体ミセルの精密かつ動的な自己組織化（論文 1）：親水性ポリエチレングリ

コール（PEG）鎖と疎水性基を側鎖にもつランダム/交互共重合体は、水中で疎水性基の集合と主

鎖の折り畳みによりコンパクトなミセルを形成する。そこで、PEG 鎖とドデシル基の配列が異なるラ

ンダム/交互共重合体を設計し、水中での自己組織化を調べた。ランダム共重合体ミセルは、交互

共重合体よりもサイズが大きくなり、側鎖機能基の配列が会合挙動に影響を与えることがわかった。

これらのミセルは、ミセル間でポリマー鎖を交換する挙動を示し、会合数の増加により交換速度も

増加することが明らかとなった。 

2. 水を含み湿度に応答するラメラ構造ポリマー材料（論文 2）：吸水性樹脂の原料として知られるア

クリル酸ナトリウムとアクリル酸アルキルのランダム共重合体は、水蒸気アニール処理を行うと、外部

環境から水を吸収して、水を含む親水性主鎖と疎水性側鎖が相分離した微細なラメラ構造を形成

した。このラメラ構造ポリマーは、吸湿量と側鎖長によりドメイン間隔を 3 – 6 nm程度の範囲で精密

に制御できる特徴をもち、湿度に応答する柔軟なフィルム材料としても有効であることが明らかとな

った。 
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